
























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は③
単振り子の微小振動の周期Tは T＝2π√(l/g) で表される。l＝0.1m、g＝9.8m/s² を代入
すると、T＝2π√(0.1/9.8)＝2π√(1/98)≒(2×3.1416)/9.899≒0.63秒 となり、約0.6
秒である。

●問題Ⅲ-2
正解は①
平行平板コンデンサーの電気容量Cは C＝ε(S/d)＝εr・ε0(S/d) で表される。比誘電率
εrの大きな物質を電極間に挿入すると電気容量は増加する。減少するとする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-3
正解は③
直列RLC回路の合成インピーダンスの大きさは Z＝√{R²＋(ωL−1/(ωC))²} であり、共振
角周波数 ω＝1/√(LC) のときにZは最小値Rをとる。共振周波数fは f＝1/{2π√(LC)}＝
1/{2π√(10⁻³×10⁻⁷)}＝1/{2π×10⁻⁵}＝10⁵/(2π)≒15.9kHz となり、約16kHzである。

●問題Ⅲ-4
正解は⑤
正弦波の変位式 y＝Asin(ωt−kx) において、波長λは波数kと λ＝2π/k の関係にあ
る。また、位相速度vは v＝ω/k である。

●問題Ⅲ-5
正解は④
電位差（ボルト）の定義は単位電荷あたりの仕事（J/C）であり、力の単位Nで表すと 1V
＝1J/C＝1N・m・C⁻¹ である。1N・C⁻¹ は電界の強さの単位（V/m）であり誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は④
一定の外圧P下で液体から気体へ相変化した際、気体が外部にした仕事Wは W＝PΔV であ
る。気体を理想気体とし液体の体積を無視すると、状態方程式 PV＝nRT より W＝nRT と
なる。n＝1mol、R＝8.3J/(mol・K)、T＝373K を代入すると、W＝1×8.3×373≒3096J と
なり、約3100Jである。

●問題Ⅲ-7
正解は⑤
トムソン効果によって単位時間あたりに発生・吸収される熱量は、電流Iおよび温度勾配
dT/dxに一次で比例する（q＝σI・dT/dx）。電流の2乗に比例するのはジュール熱である
ため誤りである。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
希土類元素（ランタノイドなど）では、原子番号の増加に伴って内側の「4f軌道（f殻）
」に電子が順次充填されていく。d殻に入る電子が増えるとする記述は遷移元素の説明で
あり誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は②
反強磁性体が温度上昇に伴って磁気秩序を失い常磁性体へと転移する境界温度を「ネール
温度（TN）」と呼ぶ。

●問題Ⅲ-10
正解は④
NaCl型結晶構造は配位数6の面心立方格子（岩塩型構造）であるが、CsCl型結晶構造は配
位数8の体心立方格子類似構造（塩化セシウム型構造）であり、両者は異なる結晶構造を



もつ。同一の構造とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は⑤
レナード・ジョーンズ・ポテンシャル V(r)＝4ε{(σ/r)¹²−(σ/r)⁶} において、r⁻¹²に
比例する項が電子雲の重なりによる「反発力」の項であり、r⁻⁶に比例する項がファンデ
ルワールス力による「引力」の項である。説明が逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は⑤
分銅と天秤による精密質量測定では、測定物と分銅が受ける空気の浮力が異なるため、周
囲の気温、大気圧、湿度（空気密度の変化）によって浮力補正値が変化し、測定結果に影
響を与える。変わることはないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は③
水酸化マグネシウムの溶解平衡 Mg(OH)2 ⇄ Mg²⁺＋2OH⁻ において、溶液のpHが変化すると
OH⁻濃度が変化するため、共通イオン効果やルシャトリエの原理により溶解度は大きく変
化する（酸性側で増大する）。変化しないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は③
大気圧下で液体を加熱し沸騰している間は、供給された熱量が蒸発潜熱として消費される
ため、液相が存在する限り液体の温度は沸点（一定温度）に維持される。温度が上昇を続
けるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-15
正解は②
燃焼により生じたCの質量は 176×(12/44)＝48mg（4mmol）、Hの質量は 72×(2/18)＝8mg
（8mmol）である。化合物の全質量88mgからOの質量は 88−(48＋8)＝32mg（2mmol）とな
る。モル比は C:H:O＝4:8:2＝2:4:1 であり、組成式は C2H4O（分子量44のアセトアルデ
ヒド等）である。

●問題Ⅲ-16
正解は①
メチルシクロヘキサンは分子内に不斉炭素原子を持たず、分子全体に対称面が存在するた
めアキラルであり、鏡像異性体（エナンチオマー）は存在しない。

●問題Ⅲ-17
正解は②
けん化（石鹸の製法）、臨界ミセル濃度（CMC）、ソルビタン脂肪酸エステル（非イオン
界面活性剤）、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム（陰イオン界面活性剤）は界面活
性剤と直接関連するが、活性炭は多孔質炭素材料（吸着材）であり関係が最も薄い。

●問題Ⅲ-18
正解は③
海水中の硫酸イオン（SO4²⁻）の硫黄同位体比δ³⁴S値は、標準試料（キャニオン・ディア
ブロ隕石のトロイライト：CDT）に対して約＋20〜＋21‰前後の明瞭な正の値を示す。0‰
前後とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-19
正解は④
地球上の氷床（南極やグリーンランド）は巨大な水資源貯留量を持つが、涵養と流出（流
動・融解）のタイムスケールは数万年単位と極めて遅く、年間の「輸送量（フラックス）
」は小さい。輸送量も大きいとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-20
正解は①



世界の主要な河川水の平均化学組成は、炭酸塩岩やケイ酸塩岩の風化に由来するカルシウ
ムイオン（Ca²⁺）および炭酸水素イオン（HCO3⁻）が主成分（炭酸カルシウム型）であ
る。Na⁺やCl⁻が主成分とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-21
正解は④
南方振動（Southern Oscillation）は、熱帯太平洋の東部と西部における地上気圧のシー
ソー現象であり、エルニーニョ現象と連動して「数年規模（2〜7年程度）」の周期で変動
する。数十年規模とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は②
モール・クーロンの規準 τ＝c＋σ tanφ において、2点 (σ, τ)＝(1.0, 3.1), (8.0,
7.1) から勾配 tanφ＝(7.1−3.1)/(8.0−1.0)＝4.0/7.0≒0.571 となり、φ≒30°（tan30
°＝0.58）と求まる。粘着力cは c＝3.1−1.0×0.58＝2.52×10⁴N/m² となる。

●問題Ⅲ-23
正解は④
火炎状構造（フレイム構造）は、未固結の堆積層において密度の高い上位層が下位層に沈
降する際に生じる荷重痕（堆積構造・堆積ソフトセディメント変形）であり、火山活動と
は直接関係がない。

●問題Ⅲ-24
正解は③
スレーキング（乾湿繰返し崩壊）の主な力学的要因は、粘土鉱物の吸水膨張、間隙水の表
面張力（毛管吸引力）、および閉じ込められた間隙空気の圧縮による「引張破壊（引張応
力）」である。圧縮力によって発生するとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-25
正解は⑤
蛇行河川は、網状河川に比べて河川勾配が緩やかで水量変化が比較的安定しており、主に
懸濁負荷（シルト・粘土などの細粒堆積物）を運搬するシステムである。勾配が大きく粗
粒物質を運搬するとする記述は網状河川の特徴であり誤りである。

●問題Ⅲ-26
正解は④
海洋地殻は中央海嶺（発散型境界）でマントル物質の減圧溶融により形成され、プレート
運動により移動した後に海溝（沈み込み帯）からマントルへ沈み込む。海溝で形成される
とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は④
花崗岩は石英、アルカリ長石、斜長石、黒雲母、角閃石を主成分とする珪長質火成岩であ
る。かんらん石は玄武岩やかんらん岩などの苦鉄質・超苦鉄質岩を特徴づける鉱物であ
り、花崗岩には含まれない。

●問題Ⅲ-28
正解は①
金や銀などの貴金属成分はマグマの結晶分化作用の後期熱水相に濃集するため、主に「熱
水鉱床」を形成する。初期に結晶・濃集する正マグマ性鉱床（クロムや白金など）とする
記述は不適切である。

●問題Ⅲ-29
正解は③
上部マントルの部分溶融によって初生的に生じる玄武岩質マグマは、SiO2含有量が約
45〜52wt%の苦鉄質マグマであり、鉄やマグネシウムに富み、珪素やナトリウム、カリウ
ムに富むわけではない。



●問題Ⅲ-30
正解は③
¹⁴C法は、宇宙線と大気中の窒素原子核との核反応（¹⁴N(n, p)¹⁴C）によって生成された
放射性炭素¹⁴Cを利用する年代測定法である。

●問題Ⅲ-31
正解は⑤
静補正（スタティック補正）は、地震探査において表層低速度層（風化層）や地形起伏に
よる走時の遅れを補正する処理技術であり、重力探査の補正項目ではない。

●問題Ⅲ-32
正解は④
アーチーの式は、電気伝導が完全に間隙流体（水）を通じて行われ、岩石骨格が不導体で
ある条件（クリーンな砂岩等）で成立するため、間隙水の導電率が高い（比抵抗が低い塩
水等）場合に精度よく適用される。比抵抗が高い場合に適用されるとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-33
正解は③
重力探査で一般的に用いられるスプリング式重力計（ラコステ重力計等）は、基準点との
重力加速度の差を測る「相対重力計」である。絶対重力計が一般に用いられるとする記述
は誤りである。

●問題Ⅲ-34
正解は③
はぎとり法（剥ぎ取り法）は、屈折法地震探査において表層の風化層の影響を取り除き下
層境界の深度や形状を解析する手法である。反射法地震探査で用いられるとする記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤
ノッチフィルタ（帯域除去フィルタ）は、商用交流電源ノイズ（50Hz/60Hz）など「特定
の狭い周波数成分のみを減衰・除去」し、それ以外の成分を通過させるフィルタである。
特定成分のみを通過させるとする記述は誤りである。


